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會 報

　　　　　　　　　天文同好會三月例會記事

　3月26日春を讃へる若芽の道を熱心な我等の會員は柔かに照り映へるド1

ムを指してぞくぞくと來會さる．會する者50饒名鑑の中には岡山からわざわ

ざ御集りrドさった本篇副會長水野千里先生や，外人の方の顔も見受けられた．

定刻3時山本會長の御挨拶によって例會は初められ，引き纏いて理學士村上

忠敬氏がL星の一生コと題して御話し下さった．

　星・星．白い光や赤い光をちらちらと輝かして腸る此の紳秘的な星が此の

廣い宇宙に姿を現して……成長して……そしてはかなく永遠に姿をかくす迄

の経路を面白くそして誰にでも理解の出來る様に新しい例を御示しになって

二二明があり，貴重な幻燈書により年と共に攣る色々のスペクDレの御話が

あった．

　講演後それぞれ御茶を飲みながら種々の質問をしたりド1ムの中では大き

な望遠鏡の自在の動作に驚異の目を瞠り，露肇では山科の淺い春景色を賞し

たりして五時過ぎ盛三二に散會した，

札幌支部の人々
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昨1931年七月山本博士を迎へし日・
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會員に写する報告

　　　　　　　　　　　　　　　〔入

明徳圖書館今治市廣小路
大　根　定雄　面戸市湊町一丁目211

藤川元春津市立町
藤　井　　浴　京都市下二二屋町東洞院西

　　　　　　　　　　　　　　　〔二

佐　　ハ1　　源　　治　　（元三三重県系）

見　元　　了　（塁　　薄）

カロ　　輻　　均　　　　　　（塁　　　　濁）

　　訪　　　　（東京府）

若月彌八（隠宅京市）

長　玉壷（輻岡縣）
十　　日盛　　和　　彦　　（熊本縣）

　　宅義夫（元京都市）
池　西　　　　　（大阪市）

高　木　逸　　　（元滋賀縣）

津　賀　豊　藏　（大阪府）

小　画　寛　　　（長野縣）

金森壬午（長野縣）
石　井　峰　男　（廣島縣）

原　田　東　1眠　（元廣島市）
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朝鮮黄海道載寧郡
翠玉中毒校
京都市新京極六角東入
京都市萬壽寺通堀川西入
高島屋寄宿舎

東：京島杉並町阿佐ケ谷195

塁北市大正町五條襯測所

塁濁総督府中央研究所工業部

東京里並田ケ谷町1183

新潟縣東頸城郡松代村大字千年

輻岡市南謹厳442／1

熊本市新屋敷町傘七番丁28

京都府宮津町本町

大阪市西市立費堀南通四丁目6

京都市東山匪泉涌寺逓夢之浮橋西詰

堺市市ノ町東ご丁29

長野縣小縣懸盤川小鼻校

長野縣東筑摩郡朝日村384

廣島縣頑山市東小學校

東京市小石川旺林町43　李田方

青　池　夏　衛　（元青池喜代藏）
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〔改　　　　名〕

京都市上京匠小山花ノ木町65／28

〔名簿訂正〕

三戸市須磨二三宮西町一
丁目17
小樽：市入舟町六丁目5

血忌市東七番丁ユ27

大分曲直築町上町323
東京市麹町囁永田町2／1
逓信省電氣試験所内

豪中洲立蔓申高等女學校

i墓南洲立腰南第一中二面

塁南洲立干南高等女學校

憂北帝國大學農藝化學科
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蔓北測候所
塁南溜息化街中央研究所
習業科
函館市杉並町186

奉天申學校

東京警世田ケ谷1183

金澤市櫻畠八番町4輻留方
東京府世田ケ谷町太子堂
154

東京市芝匠田町6／19


